
【月曜朝会の話より１２月③：H271221】                 

「となりの 1メートル」         申 ← 未 

  

「あと４日で２学期も終わりです。残りの４日をしっかり過ごして１年を締めくくりましょう。朝のあい

さつをします。おはようございます。」  （おはようございまぁす。） 

６年生の合図で元気に挨拶できましたね。 

今６年生の代表の話のなかにもありましたが、２学期も残すところあと４日。 

そして、今日はいよいよ 2 学期最後の月曜朝会、今年最後の月曜朝会です。201５年、平成２７年が

終わりそろそろ新しい学年のことも考え始めなければならない時期になりました。 

１１月も終わりになった頃、「おかげさまとありがたい」の話をしました。いつも、「おかげ様ですよう

ありがたいことですよう。」と言って人を大切にしているおじいさんの話。「ありがとうございます。おか

げ様で助かりました。」と言う言葉でそこにいる人がみな笑顔になれるそんなお話をしました。 

１年間皆さんはいろいろなことができるようになりました。もちろん自分も努力したでしょうけれども、

一人だけで何でもできたわけではないですね、たくさんの人に支えられたり、助けられたりしながら、い

ろんなことができるようになり、大きくなってきた。おかげさまでできるようになった、誰かのお世話に

なってすごしてこられた。 

だから、みんなの役に立つ、自分も人も大切に、そんな気持ちをもって新しい年を迎えたい。そんな話

をしました。 

ところが、「どうせ・・・・」「でも・・・・」「だって・・・」と言い訳ばかりして、今くいかないの

は人のせい。人は知らない間に誰かのおかげで助けられている。そのことをありがたいと思う心が大切。

それが自分も人も大切にする心なのでしたよね。 

 さて、１２月。身の回りの整理や大掃除をして来年の準備をする時期。 

 そこで今日は 『隣の１メートル』 という話をします。 

 先週、教室の前を歩いていると、ロッカーの横にランドセルや手提げの荷物がいくつか落ちていました。

拾おうかな、と思っていると、後ろから通りかかった女の子が落ちている荷物をロッカーに戻したので、

この子の荷物なんだな、と思っているといくつものロッカーに落ちているものを戻して、スーッと通り過

ぎて違う学年の違う教室に入って行きました。自分の荷物を直したのではなく、通りがかりに拾って名前

を見て、戻してくれたようです。あんまり自然に当たり前のように拾っている様子を見て、すぐにはあり

がとうも、他の言葉も、何も言えませんでした。何と素敵な子でしょう。 

ところがねっ、校舎内のみなさんの教室の前のオープンスペースを通っていると、よくこんなようすを

目にします。 

落ちているゴミや荷物を拾う人、知らん顔して通り過ぎる人。 

「ゴミが落ちてるよ。」というと拾ってゴミ箱に捨ててくれる人。「ぼくが落としたんじゃないもん。」と

いって拾ってくれない人。ぼくがおとしたんじゃないけど・・・。」といいながら拾って捨ててくれる人。 

 みなさんはどうですか。言われなくてもひろう人、ですか、言われてひろう人、ですか。それとも、言

われてもひろわない、人ですか。電車のなかや街の中、教室の中でもよく見かけますよね、自分の前のゴ

ミを足でとなりの人の方にどけてしまう人。 

2学期はもうすぐ終わり。未年（ひつじどし）の今年ももうすぐ終わり。だから大掃除。今年出したゴ

ミやいらないものを整理する時期です。 

「となりの1メートル。」クラスとクラスの間の１メートル。うちのクラスのゴミじゃないってとなり

の1メートルにゴミをよけてしまうのか・・・・。 

うちのクラスのゴミじゃないけどきれいにしようと言ってとなりの 1 メートルまできれいに掃除して

しまうのか・・・。２倍きれいになるのか、２倍ゴミがたまるのか・・・・・。 

さてさて、皆さんどちらでしょう。 

おかげさま、ありがたい、みんなが喜ぶとわたしもうれしい、と自分も人も大切に・・、できるように

なってきた（かな？）、桃五小のみなさん。 

うちの学校のとなりの1メートルは、どっちでしょうね・・・？２倍きれいか、２倍ゴミがあるのか・・・・。 

みんなのゴミをみんなできれいにして、来年も元気に会いたいですね。 

となりの1メートルの話、終わります。 


